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(57)【要約】
【課題】敷き具に対する上掛け具の位置ずれを効果的に
防止できると共に、敷き具に上掛け具を簡単に固定でき
る、寝具の位置ずれ防止装置を提供する。
【解決手段】この寝具のずれ防止装置は、上掛け具１０
の少なくとも一辺を、敷き具２０に対して直接又は間接
的に連結して、上掛け具１０のずれを防止するようにし
たもので、敷き具２０に付設される部材に設けられた剛
性を有する固定部に、帯状片３７を介して取付けられた
第１ファスナ３１と、上掛け具１０である肌掛け布団１
２に帯状片３８を介して取付けられた第２ファスナ３２
とを有し、第１ファスナ３１と第２ファスナ３２とでス
ライドファスナ３０が構成され、このスライドファスナ
３０を介して、上掛け具１０が固定部材に連結されるよ
うに構成されている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上掛け具の少なくとも一辺を、敷き具に対して直接又は間接的に連結して、上掛け具の
ずれを防止するようにした寝具のずれ防止装置において、
　前記敷き具自体又は該敷き具に付設される部材に設けられた、剛性を有する固定部に、
直接又は帯状片を介して取付けられた第１ファスナと、
　前記上掛け具の前記連結される辺に沿って直接又は帯状片を介して取付けられた第２フ
ァスナとを有し、
　前記第１ファスナと前記第２ファスナとでスライドファスナが構成され、このスライド
ファスナを介して、前記上掛け具が前記固定部に連結されるように構成されていることを
特徴とする寝具のずれ防止装置。
【請求項２】
　前記固定部は、敷き具の下面又は間に挟み込まれる固定板に設けられている請求項１記
載の寝具のずれ防止装置。
【請求項３】
　前記固定部は、マットレスの端部である請求項１記載の寝具のずれ防止装置。
【請求項４】
　前記固定部は、ボード又はマットを挿入されて剛性を強化された布団の端部である請求
項１又は２記載の寝具のずれ防止装置。
【請求項５】
　前記第２ファスナが連結される上掛け具は、上掛け具のうち、もっとも身体側に配置さ
れるものである請求項１～４のいずれか１つに記載の寝具のずれ防止装置。
【請求項６】
　前記第２ファスナは、前記上掛け部の連結すべき一辺に沿って、その縁部から所定距離
だけ内側に位置する部分に取付けられている請求項１～５のいずれか１つに記載の寝具の
ずれ防止装置。
【請求項７】
　前記スライドファスナは、前記敷き具及び前記上掛け部の下辺を連結するように構成さ
れている請求項１～６のいずれか１つに記載の寝具のずれ防止装置。
【請求項８】
　前記敷き具及び前記上掛け部は、壁際に配置されたベッドに適用されるものであり、前
記スライドファスナは、前記敷き具及び前記上掛け部の壁際側の一側辺を連結するように
配置されている請求項１～７のいずれか１つに記載の寝具のずれ防止装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、就寝時に、掛け布団や毛布等の上掛け具が、敷き布団やベッドのマットレス
等の敷き具に対してずれることを防止するための、寝具のずれ防止装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　敷き布団やベッドのマットレス等の敷き具と、掛け布団や毛布タオルケット等の上掛け
具とからなる寝具は、就寝時の寝返りや寝相によって、上掛け具が引張られたり、めくれ
たり、丸まったりして、敷き具に対して上掛け具が位置ずれしてしまうことが多く、寝冷
えや安眠の妨げとなるという問題があった。
【０００３】
　このような上掛け具の位置ずれを防止するために、様々なものが提案されている。例え
ば、下記特許文献１には、掛け布団の足下部から所定幅の帯状部が延設されると共に、敷
き布団の足下部から所定幅の帯状部を延設され、両帯状部にそれぞれ着脱可能な面ファス
ナーが形成された、就寝中のズレ防止用布団が記載されている。そして、面ファスナーで
両帯状部を互いに貼着した後、両帯状部を一対の押さえ板で挟み込んで、ピン状の接合凸
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部と、ボタン状の接合凹部とで固定することで、掛け布団が敷き布団に固定されるように
なっている。
【０００４】
　また、下記特許文献２には、掛け布団カバーの両側辺にファスナーが取付けられ、敷き
布団カバーの両側辺にファスナーが取付けられて、両ファスナーを互いに接合することに
より、掛け布団カバーの両側が敷き布団カバーに取付けられるように構成された、布団カ
バーが記載されている。
【０００５】
　更に、下記特許文献３には、就寝者の身体及び足部を包む１枚目の毛布本体と、一端が
前記毛布本体の丈方向１／５～１／２の位置に取付けられ、他端が敷き布団の下に挟み込
まれる２枚目の毛布とを備えた、貼り合わせ式毛布が記載されている。なお、２枚目の毛
布の一端には面ファスナーが付設されており、これが１枚目の毛布本体の面ファスナーに
貼着され、１枚目の毛布本体に対して２枚目の毛布が着脱可能となっている。
【０００６】
　また、下記特許文献４には、布団カバーの一側に沿って複数の結び紐を離間して固定し
、これら複数の結び紐を、ベッドの一側に設けた係止部に結び付けるようにした、ベッド
用掛け具ずり落ち防止装置が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】実用新案登録第３１５３５３３号公報
【特許文献２】特開２００６－１９８３８２号公報
【特許文献３】実用新案登録第３１００２２８号公報
【特許文献４】特開２００１－２８６３７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記特許文献１記載の発明では、面ファスナーを介して貼着された帯状部を、更に一対
の押さえ板で挟み込むことにより、敷き布団に掛け布団が固定されるようになっている。
また、前記帯状部は敷き布団及び掛け布団の両者に設けられていて、柔軟な敷き布団及び
掛け布団どうしが帯状部を介して連結されている。
【０００９】
　しかしながら、柔軟な敷き布団及び掛け布団は身体を覆うのに好適である反面、形状が
定まりにくく変形しやすいので、就寝時の寝返り等により、掛け布団が引張られたり、め
くれたりした場合には、敷き布団もそれに追随して変形してしまって、掛け布団の位置ず
れ防止性能が不十分であった。また、上記のように、面ファスナーで両帯状部を貼着後、
両帯状部を一対の押さえ板で挟み込んで、接合凸部を接合凹部に挿入するように構成され
ているので、敷き布団に掛け布団を固定する作業が極めて煩雑であった。
【００１０】
　上記特許文献２記載の発明では、布団カバーどうしをファスナーで接合するようになっ
ているが、布団カバーは薄地で伸びやすいため、就寝時の寝返り等により、掛け布団が引
張られたりした場合には、掛け布団及び敷き布団のカバーどうしが伸びる結果となり、こ
の場合も掛け布団の位置ずれ防止性能が不十分であった。また、掛け布団カバーの両側辺
を固定するため、圧迫感があって、寝返りしにくくなるという問題があった。
【００１１】
　上記特許文献３記載の発明では、毛布の他端が、敷き布団の下に挟み込まれる構成とな
っているので、寝相が悪く、毛布を蹴り上げたりした場合には、毛布の他端が敷き布団の
下から抜け外れてしまう虞れがあり、位置ずれ防止効果が十分に得られない場合があった
。
【００１２】
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　更に、上記特許文献４記載の発明では、布団カバーの一側が、結び紐によって、ベッド
の係止部に部分的に固定されているだけで、ベッドに対して掛け布団がしっかりと固定さ
れているわけではないので、就寝中に掛け布団がずれ動く可能性を捨てきれない。また、
複数の結び紐を、逐一、ベッドの係止部に結び付ける必要があるので、掛け布団の固定作
業が煩雑であった。
【００１３】
　したがって、本発明の目的は、就寝時における、敷き具に対する上掛け具の位置ずれを
効果的に防止することができると共に、敷き具に上掛け具を簡単に固定することができる
、寝具の位置ずれ防止装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するため、本発明の寝具のずれ防止装置は、上掛け具の少なくとも一辺
を、敷き具に対して直接又は間接的に連結して、上掛け具のずれを防止するようにしたも
のであって、前記敷き具自体又は該敷き具に付設される部材に設けられた、剛性を有する
固定部に、直接又は帯状片を介して取付けられた第１ファスナと、前記上掛け具の前記連
結される辺に沿って直接又は帯状片を介して取付けられた第２ファスナとを有し、前記第
１ファスナと前記第２ファスナとでスライドファスナが構成され、このスライドファスナ
を介して、前記上掛け具が前記固定部に連結されるように構成されていることを特徴とす
る。
【００１５】
　上記発明によれば、第１ファスナと第２ファスナとで構成されるスライドファスナを閉
めるだけの簡単な作業で、上掛け具の所定の辺を、敷き具自体又は該敷き具に付設される
部材に設けられた、剛性を有する固定部に線状に連結することができる。その結果、上掛
け具の所定の辺が剛性を有する固定部を介して、敷き具に対して直接又は間接的に連結さ
れるので、その保持効果が上掛け部の全体に面状に広がり、寝返り等をしたときのずれを
効果的に防止することができる。また、上掛け具が乱れたときには、上掛け具を固定部に
対して引っ張ることによって、ピンと伸ばして乱れを直すことができる。
【００１６】
　本発明の寝具のずれ防止装置においては、前記固定部は、敷き具の下面又は間に挟み込
まれる固定板に設けられていることが好ましい。これによれば、固定板を敷き具の下面又
は間に挟み込んで使用できるので、敷き具として通常のものを使用でき、汎用性を高める
ことができる。また、固定板によって、連結部をしっかりと固定してずれ防止効果を高め
ると共に、上掛け部を固定部に対して引っ張ったときに、十分な剛性をもって対抗できる
ので、上掛け部に張力を付与してピンと張らせることができる。
【００１７】
　本発明の寝具のずれ防止装置においては、前記固定部は、マットレスの端部であること
が好ましい。マットレスの端部は剛性を有するので、これを固定部とすることにより連結
部をしっかりと固定してずれ防止効果を高めると共に、上掛け部を固定部に対して引っ張
ったときに、十分な剛性をもって対抗できるので、上掛け部に張力を付与してピンと張ら
せることができる。
【００１８】
　本発明の寝具のずれ防止装置においては、前記固定部は、ボード又はマットを挿入され
て剛性を強化された布団の端部であることが好ましい。これによれば、ボード又はマット
を挿入されて剛性を強化された布団の端部を固定部とすることにより、連結部をしっかり
と固定してずれ防止効果を高めると共に、上掛け具を固定部に対して引っ張ったときに、
十分な剛性をもって対抗できるので、上掛け具に張力を付与してピンと張らせることがで
きる。
【００１９】
　本発明の寝具のずれ防止装置においては、前記第２ファスナが連結される上掛け具は、
上掛け具のうち、もっとも身体側に配置されるものであることが好ましい。これによれば



(5) JP 2012-135355 A 2012.7.19

10

20

30

40

50

、上掛け具のうち、もっとも身体側に配置されるものの所定の辺を、固定部を介して敷き
具に固定することにより、該上掛け具がずれないことによって、その上に被せられる上掛
け具のずれも効果的に防止することができる。
【００２０】
　本発明の寝具のずれ防止装置においては、前記第２ファスナは、前記上掛け具の連結す
べき一辺に沿って、その縁部から所定距離だけ内側に位置する部分に取付けられているこ
とが好ましい。これによれば、上掛け具の縁部からスライドファスナ等の連結部が見えに
くくなるので、外観を良好にすることができると共に、敷き具に対して幅広の上掛け具を
適正な位置に保持させることができる。
【００２１】
　本発明の寝具のずれ防止装置においては、前記スライドファスナは、前記敷き具及び前
記上掛け具の下辺を連結するように構成されていることが好ましい。これによれば、敷き
具及び上掛け具の下辺を連結することにより、上掛け具によって体を押圧することなく、
ずれ防止効果を得ることができると共に、足下の保温性を高めることができる。
【００２２】
　本発明の寝具のずれ防止装置においては、前記敷き具及び前記上掛け部は、壁際に配置
されたベッドに適用されるものであり、前記スライドファスナは、前記敷き具及び前記上
掛け部の壁際側の一側辺を連結するように配置されていることが好ましい。これによれば
、壁際に配置されたベッドに用いられた上掛け具が、ベッドからずれ落ちることを効果的
に防止することができると共に、一側辺のみを連結することによって圧迫感を少なくする
ことができる。なお、この場合、上掛け部の一側辺の連結と下辺の連結を併用して使用す
ることもできる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、第１ファスナと第２ファスナとで構成されるスライドファスナを閉め
るだけの簡単な作業で、上掛け具の所定の辺を、敷き具自体又は該敷き具に付設される部
材に設けられた、剛性を有する固定部に線状に連結することができる。その結果、上掛け
具の所定の辺が剛性を有する固定部を介して、敷き具に対して直接又は間接的に連結され
るので、その保持効果が上掛け部の全体に面状に広がり、寝返り等をしたときのずれを効
果的に防止することができる。また、上掛け具が乱れたときには、上掛け具を固定部に対
して引っ張ることによって、ピンと伸ばして乱れを直すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の寝具のずれ防止装置の第１実施形態を示す斜視図である。
【図２】同寝具のずれ防止装置の要部拡大斜視図である。
【図３】同寝具のずれ防止装置を構成する固定板を示しており、（ａ）は斜視図、（ｂ）
は側面図である。
【図４】同寝具のずれ防止装置を構成する固定板の変形例を示しており、（ａ）は斜視図
、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）は側面図である。
【図５】本発明の寝具のずれ防止装置の第２実施形態を示す要部拡大斜視図である。
【図６】本発明の寝具のずれ防止装置の第３実施形態を示す斜視図である。
【図７】本発明の寝具のずれ防止装置の第４実施形態を示す斜視図である。
【図８】同寝具のずれ防止装置の要部拡大側面図である。
【図９】本発明の寝具のずれ防止装置の第５実施形態を示す斜視図である。
【図１０】同寝具のずれ防止装置の要部拡大側面図である。
【図１１】本発明の寝具のずれ防止装置の第６実施形態を示す斜視図である。
【図１２】本発明の寝具のずれ防止装置の第７実施形態を示す斜視図である。
【図１３】同寝具のずれ防止装置の要部拡大側面図である。
【図１４】本発明の寝具のずれ防止装置の第８実施形態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
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【００２５】
　以下、図１～４を参照して、本発明の寝具のずれ防止装置の第１実施形態について説明
する。
【００２６】
　図１及び図２に示すように、この寝具のずれ防止装置は、敷き具２０に対して上掛け具
１０（図２参照）の位置ずれを防止するために用いられるものである。
【００２７】
　寝具のずれ防止装置が適用される上掛け具１０は、この実施形態の場合、薄地の肌掛け
布団１２と、その上に載置される掛け布団１４とから構成されている。これ以外にも、毛
布、タオルケット、カバー等を、上掛け具１０として用いることができる。なお、以下の
説明では、肌掛け布団１２に後述する第２ファスナー３２を取り付けるものとして記述す
るが、必要に応じて、肌掛け布団以外の上掛け具１０（毛布、タオルケット、カバー等）
のいずれかにも取り付けることができる。一方、敷き具２０は、マットレス２２と、この
上に載置される敷き布団２４とから構成されている。これ以外にも、シーツ、パッド、カ
バー等を、敷き具２０として用いることができる。
【００２８】
　前記スライドファスナ３０は、複数のエレメントが直線状に設けられ、前記敷き具２０
側に取付けられる第１ファスナ３１と、同じく複数のエレメントが直線状に設けられ、前
記上掛け具１０側に取付けられる第２ファスナ３２とから構成されている。このスライド
ファスナ３０にはスライダー３５（図１参照）が装着されており、スライダー３５を操作
することで、両ファスナ３１，３２のエレメントどうしが連結又は分離して、スライドフ
ァスナ３０が開閉可能となっている。このようなスライドファスナの構造自体は周知の構
造であるため、その詳細な説明は省略する。また、前記スライダー３５は、前記敷き具２
０側に取付けられた第１ファスナ３１に装着されていることが好ましい。更に、スライド
ファスナ３０としては、必要に応じて、引き手がスライダー３５の表裏両側に反転移動す
るものや、スライダー３５の表裏両側にそれぞれ引き手を備えたもの等の、表裏両側から
スライダー３５を操作可能なものであってもよい。
【００２９】
　そして、前記第２ファスナ３２は、前記上掛け具１０に帯状片３８を介して取付けられ
ている。この第１実施形態では、上掛け具１０の幅方向に沿って所定長さで伸びる帯状片
３８の長手方向に沿った一側部が、就寝時にもっとも身体側に配置される肌掛け布団１２
の足下側の下辺に取付けられ、同帯状片３８の長手方向に沿った他側部が、前記第２ファ
スナ３２のエレメントとは反対側の側部に取付けられている（図１及び図２参照）。但し
、第２ファスナ３２は、前記掛け布団１４の一側辺に帯状片３８を介して取付けてもよい
。
【００３０】
　一方、前記第１ファスナ３１は、敷き具２０に付設される部材に設けられた剛性を有す
る固定部に、敷き具２０の幅方向に沿って所定長さで伸びる帯状片３７を介して取付けら
れている。この実施形態での敷き具２０に付設される部材は、敷き具２０であるマットレ
ス２２の下面に挟み込まれる固定板５０となっている（図１及び図２参照）。
【００３１】
　図３（ａ），（ｂ）に示すように、この固定板５０は、所定の剛性を有すると共に、敷
き具２０の幅方向にほぼ適合する長さで伸びる長方形状をなし、袋５３により包み込まれ
て構成されている。前記袋５３は、縫合線Ｈ（図３（ａ）参照）に沿って表裏の生地が縫
合され、固定板５０が位置決め固定されており、前記縫合線Ｈよりも外側の、表裏の生地
が重ね合わされた部分が、前記帯状片３７をなしている。この帯状片３７の長手方向に沿
った一側部に、前記第１ファスナ３１が取付けられている。すなわち、第１ファスナ３１
は、帯状片３７を介して固定板５０の一側部に取付けられており、この固定板５０の一側
部が、本発明における「固定部」をなしている。
【００３２】



(7) JP 2012-135355 A 2012.7.19

10

20

30

40

50

　上記固定板５０は、例えば、アクリル樹脂、ポリアセタール、ポリアミド、ポリカーボ
ネート等の合成樹脂や、合板（いわゆるベニヤ板）、パーティクルボード、ファイバーボ
ード等の木質ボードや、アルミニウムや、ステンレス等の金属板、更には、厚紙などから
形成されており、少なくとも前記上掛け具１０よりも剛性が高いものが用いられるように
なっている。また、固定板５０の厚さとしては、１～２０ｍｍであることが好ましく、２
～１０ｍｍであることがより好ましい。更に、固定板５０の４つの角部は、円弧状に丸み
を帯びた形状をなしている。ただし、固定板５０を袋５３に包み込む場合には丸みを付け
ることを省略してもよい。なお、固定板５０の長手方向の中間部を分割し、ヒンジを介し
て折り曲げ可能とし、収納時に折り畳めるようにしてもよい。
【００３３】
　また、上記固定板は、図３に示す形態だけではなく、図４に示すような形態としてもよ
い。図４（ａ），（ｂ）に示す固定板５０ａは、前記固定板５０のように袋５３で覆われ
ておらず、上面又は下面の（ここでは上面）長手方向一側辺に、第１ファスナ３１が取付
けられた帯状片３７が直接取付けられている。この場合、固定板５０ａは丸みを付ける形
状が好ましい。
【００３４】
　また、固定板５０ａを、角部がＲ型となるように折り曲げた形状（図４（ｃ）参照）、
または、薄肉ヒンジ５４を介してＬ型に折り曲げた形状（図４（ｄ）参照）としてもよい
。このようにすると、折り曲げにより固定板５０ａの剛性を高めることができるので、固
定板５０ａの素材を薄く軽量にできる。
【００３５】
　次に、上記第１実施形態の寝具のずれ防止装置の作用効果について説明する。
【００３６】
　すなわち、図１及び図２に示すように、帯状片３７を介して第１ファスナ３１が取付け
られた固定板５０を、畳やフローリングの上に載置されたマットレス２２の、足下側の下
辺の下面に挿入して、マットレス２２の下面と、畳やフローリングとの間で、挟み込んで
保持させる。このように、この実施形態では、剛性を有する固定部を設けた固定板５０を
敷き具２０の下面に挟み込むだけで使用できるので、敷き具２０に剛性を有する固定部を
設ける必要がなく、通常のマットレス２２や敷き布団２４を用いることが可能となり、汎
用性を高めることができる。
【００３７】
　この状態で、肌掛け布団１２に帯状片３８を介して取付けられた第２ファスナ３２を、
第１ファスナ３１の長手方向に沿って配置して、スライダー３５を操作して両ファスナ３
１，３２のエレメントどうしを連結させることにより、スライドファスナ３０が閉じて、
両ファスナ３１，３２どうしが線状に連結され、スライドファスナ３０を介して、マット
レス２２の下辺に沿って肌掛け布団１２の下辺を線状に連結することができる（図１及び
図２参照）。これにより、肌掛け布団１２の足下側の下辺が、固定板５０の剛性を有する
固定部に連結され、かつ、同固定板５０を介して間接的に、マットレス２２の足下側の下
辺に、肌掛け布団１２の足下側の下辺が連結されるようになっている。
【００３８】
　なお、引き手がスライダー３５の表裏両側に反転移動するスライドファスナや、スライ
ダー３５の表裏両側にそれぞれ引き手を備えるスライドファスナである場合、スライダー
３５を表裏両側から操作することができるので、利便性が向上する。
【００３９】
　上記のように、この寝具の位置ずれ防止装置においては、スライドファスナ３０を採用
したことにより、第１ファスナ３１と第２ファスナ３２とをスライダー３５を介して連結
させるだけの簡単な作業で、マットレス２２に肌掛け布団１２を連結することができ、敷
き具２０に対する上掛け具１０の連結作業性を向上させることができる。
【００４０】
　また、洗濯や交換等のため、肌掛け布団１２をマットレス２２から取外す場合には、ス
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ライダー３５を操作して、スライドファスナ３０を開くことにより、肌掛け布団１２を取
外すことができる。この作業は、固定板５０をマットレス２２の下面に挟み込んだまま行
うか、マットレス２２の下面から固定板５０を引き抜いた後に行ってもよい。また、この
実施形態においては、スライダー３５が敷き具２０側の第１ファスナ３１に取付けられて
いるので、肌掛け布団１２を取外したときに邪魔とならず都合がよい。
【００４１】
　上記のようにマットレス２２に間接的に連結された肌掛け布団１２の上に、更に掛け布
団１４を乗せて（図２参照）、敷き布団２４と肌掛け布団１２との間に潜り込んで、眠り
に就くことになる。そして、就寝時に寝返りをうったり、寝相が悪かったりする場合には
、肌掛け布団１２が引張られたり捲れたりすることがある。
【００４２】
　しかしながら、この寝具のずれ防止装置においては、肌掛け布団１２の下辺が、固定板
５０の剛性を有する固定部を介して、マットレス２２の下辺に間接的に且つスライドファ
スナ３０によって線状に連結されているため、肌掛け布団１２が引張られたり、めくれた
りして、就寝前の初期位置から位置ずれしそうになっても、マットレス２２に対する肌掛
け布団１２の保持効果が、剛性を有する固定部を通じて肌掛け布団１２の全体に面状に広
がり、肌掛け布団１２の位置ずれを効果的に防止することができる。また、就寝中に上掛
け具１０が乱れたことに気づいた場合には、上掛け具１０である肌掛け布団１２を、剛性
を有する固定部に対して引張ることによって、ピンと伸ばして乱れを直すことができる。
【００４３】
　上記のように、この寝具のずれ防止装置では、スライドファスナ３０及び固定板５０に
設けた剛性を有する固定部によって、形状が定まりにくく変形しやすい軟質の上掛け具１
０であっても、その位置ずれを効果的に防止して、就寝前の位置に保持することができる
ので、寝冷えが防止されて快適に眠ることができる。
【００４４】
　更に、この実施形態では、剛性を有する固定部を設けた固定板５０によって、上掛け具
１０と敷き具２０との連結部、すなわち、スライドファスナ３０の第１ファスナ３１と第
２ファスナ３２との線状連結部分をしっかりと固定することができるので、マットレス２
２に対する肌掛け布団１２の保持効果を高めて、肌掛け布団１２の位置ずれ防止効果をよ
り向上させることができると共に、肌掛け布団１２を固定部に対して引張ったときに、十
分な剛性で対抗することができ、その結果、肌掛け布団１２に張力を付与して、肌掛け布
団１２をピンと引張ることができ、肌掛け布団１２の乱れを容易に直すことができる。
【００４５】
　また、この実施形態では、各ファスナ３１，３２が、帯状片３７，３８を介して、敷き
具２０側及び上掛け具１０側に取付けられているので、敷き具２０や上掛け具１０が複数
枚重ねられて厚みがあっても、その厚みに柔軟に対応することができ、本発明の寝具のず
れ防止装置を適用することが可能となる。
【００４６】
　更に、この実施形態では、第２ファスナ３２が連結される上掛け具１０は、上掛け具１
０のうち、もっとも身体側に配置される肌掛け布団１２となっていて、この肌掛け布団１
２の下辺が固定板５０を介してマットレス２２に固定されて、肌掛け布団１２の位置ずれ
が図られているので、肌掛け布団１２の上に被せられる掛け布団１４の位置ずれも、効果
的に防止することができる。
【００４７】
　また、この実施形態では、スライドファスナ３０は、マットレス２２の足下側の下辺と
、肌掛け布団１２の足下側の下辺とが連結されているだけなので、連結された上掛け具１
０により体が圧迫されることなく、ずれ防止効果を得ることができると共に、足下の保温
性を高めることができる。
【００４８】
　図５には、本発明の寝具のずれ防止装置の第２実施形態が示されている。前記実施形態
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と実質的に同一部分には同符号を付してその説明を省略する。
【００４９】
　この第２実施形態の寝具のずれ防止装置は、前記第１実施形態と比べて、帯状片３７の
肌掛け布団１２に対する取付け位置が異なっている。図５に示すように、第２ファスナ３
２が取付けられた帯状片３８の、長手方向に沿った一側部が、前記肌掛け布団１２の足下
側の下辺縁部から、所定距離だけ内側に位置する部分に取付けられている。その結果、第
２ファスナ３２は、肌掛け布団１２の下辺縁部から所定距離だけ内側に位置する部分に取
付けられて、肌掛け布団１２の下面に配置されるようになっている。
【００５０】
　また、第２実施形態の寝具のずれ防止装置では、固定板５０をマットレス２２と敷き布
団２４との間に挟み込み、スライドファスナ３０を介して、固定板５０と肌掛け布団１２
の下辺とを連結している。
【００５１】
　この実施形態によれば、上記のように、第２ファスナ３２が、肌掛け布団１２の下辺縁
部から、所定距離だけ内側に位置する部分に取付けられて、肌掛け布団１２の下面に配置
されているので、上掛け具１０の縁部からスライドファスナ３０の連結部分が見えにくく
なり、外観を良好にすることができると共に、敷き具２０に対して幅広の上掛け具１０を
適正な位置に保持させることができる。なお、その他の基本的な作用効果は、前記実施形
態と同様であるので、省略する。
【００５２】
　図６には、本発明の寝具のずれ防止装置の第３実施形態が示されている。前記実施形態
と実質的に同一部分には同符号を付してその説明を省略する。
【００５３】
　この第３実施形態の寝具のずれ防止装置は、図６に示すように、マットレス２２の下辺
の端部に、第１ファスナ３１が取付けられた帯状片３７の長手方向に沿った一側部が、直
接取付けられた構造となっている。すなわち、この第３実施形態では、マットレス２２の
端部が本発明における「固定部」をなしている。
【００５４】
　そして、この第３実施形態によれば、マットレス２２の端部を剛性を有する固定部とす
ることにより、スライドファスナ３０の連結部分をしっかりと固定してずれ防止効果を高
めると共に、肌掛け布団１２を固定部に対して引っ張ったときに、十分な剛性をもって対
抗できるので、肌掛け布団１２に張力を付与してピンと張らせることができ、肌掛け布団
１２の乱れを容易に直すことができる。なお、その他の基本的な作用効果は前記実施形態
と同様であるので省略する。
【００５５】
　図７及び図８には、本発明の寝具のずれ防止装置の第４実施形態が示されている。前記
実施形態と実質的に同一部分には同符号を付してその説明を省略する。
【００５６】
　この第４実施形態では、敷き布団２４ａの内部に、上記固定板５０と同様の材質、すな
わち、アクリル樹脂やベニヤ板、金属板等からなる、板状のボード５１が挿入されて、敷
き布団２４ａの剛性が強化されており、この剛性が強化された敷き布団２４ａの下辺の端
部に、第１ファスナ３１が直接取付けられた構造となっている（図７及び図８参照）。す
なわち、この第４実施形態では、剛性が強化された敷き布団２４ａの端部が、本発明にお
ける「固定部」をなしている。なお、ボードの代わりに、マットを敷き布団２４ａ内に挿
入してもよい。また、肌掛け布団１２の足下側の下辺に、第２ファスナ３２が直接取付け
られている。
【００５７】
　これによれば、ボード５１が挿入されて剛性を強化された敷き布団２４ａの端部を固定
部とすることにより、スライドファスナ３０の連結部分をしっかりと固定してずれ防止効
果を高めると共に、肌掛け布団１２を固定部に対して引っ張ったときに、十分な剛性をも
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って対抗できるので、肌掛け布団１２に張力を付与してピンと張らせることができ、肌掛
け布団１２の乱れを容易に直すことができる。なお、その他の基本的な作用効果は前記実
施形態と同様であるので省略する。
【００５８】
　図９及び図１０には、本発明の寝具のずれ防止装置の第５実施形態が示されている。前
記実施形態と実質的に同一部分には同符号を付してその説明を省略する。
【００５９】
　前記第１～４の実施形態が、畳やフローリングの上に敷かれる敷き具２０に適用される
のに対して、以下に説明する第５～８の実施形態は、ベッド１に適用されるものとなって
いる。
【００６０】
　図９に示すように、この第５実施形態の寝具のずれ防止装置は、ベッド１のフレーム３
上に載置された敷き具２０であるマットレス２２上に、被せられた上掛け具１０の一つで
ある肌掛け布団１２を、ベッド１に対して位置ずれしないようにするために適用される。
【００６１】
　図９及び図１０に示すように、第１ファスナ３１が取付けられた帯状片３７の、長手方
向に沿った一側部が、ベッド１のフレーム３の幅方向に沿って伸びる一対の挟持板５２，
５２に挟み込まれて保持されると共に、これら一対の挟持板５２，５２が、ベッド１のフ
レーム３の足下側の外面に取付けられている。すなわち、この第５実施形態では、ベッド
１のフレーム３が、本発明における「敷き具に付設された部材」をなし、このフレーム３
に固着された挟持板５２が、本発明における「固定部」をなしている。
【００６２】
　そして、前記実施形態と同様に、スライドファスナ３０を介して、ベッド１のフレーム
３の足下側の外面に対して、肌掛け布団１２の下辺とを連結することで、肌掛け布団１２
の位置ずれを防止することができると共に、ベッド１から肌掛け布団１２が落ちることを
確実に防止することができる。なお、その他の基本的な作用効果は前記実施形態と同様で
あるので省略する。
【００６３】
　図１１には、本発明の寝具のずれ防止装置の第６実施形態が示されている。前記実施形
態と実質的に同一部分には同符号を付してその説明を省略する。
【００６４】
　この第６実施形態では、第１ファスナ３１の側部が、ベッド１のフレーム３の足下側外
面に固着された前記一対の挟持板５２，５２に挟み込まれて、第１ファスナ３１が挟持板
５２に直接取付けられている。一方、第２ファスナ３２も、肌掛け布団１２の足下側の下
辺に直接取付けられている。この第６実施形態では、前記第５実施形態と同様に、ベッド
１のフレーム３に固着された挟持板５２が、本発明における「固定部」をなしている。
【００６５】
　この実施形態では、帯状片３７，３８を介さずに、両ファスナ３１，３２が敷き具２０
及び上掛け具１０に取付けられているので、上掛け具１０を引張ったときに、ピンと張り
やすいという効果が得られる。なお、その他の基本的な作用効果は前記実施形態と同様で
あるので省略する。
【００６６】
　図１２及び図１３には、本発明の寝具のずれ防止装置の第７実施形態が示されている。
前記実施形態と実質的に同一部分には同符号を付してその説明を省略する。
【００６７】
　この第７実施形態では、第１ファスナ３１が、マットレス２２の足下側の下辺の端部に
直接取付けられていると共に、第２ファスナ３２も、肌掛け布団１２の足下側の下辺に直
接取付けられている（図１２及び図１３参照）。この第７実施形態においては、図６記載
の第３実施形態と同様に、マットレス２２の端部が本発明における「固定部」をなしてい
る。
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【００６８】
　この第７実施形態の効果は、図６記載の第３実施形態と同様であるので省略する。その
他の基本的な作用効果も前記実施形態と同様であるので省略する。
【００６９】
　図１４には、本発明の寝具のずれ防止装置の第８実施形態が示されている。前記実施形
態と実質的に同一部分には同符号を付してその説明を省略する。
【００７０】
　この第８実施形態では、前記ベッド１は、部屋の壁際に配置されるものとなっており、
ベッド１のフレーム３の、壁際側の側辺の外面に、第１ファスナ３１が取付けられた帯状
片３７の長手方向一側部が、挟持板５２を介して取付けられている。また、第２ファスナ
３２が取付けられた帯状片３８の長手方向一側部が、肌掛け布団１２の一側辺の縁部から
所定距離だけ内側に位置する部分に取付けられている。この第８実施形態では、第５及び
第６実施形態と同様に、ベッド１のフレーム３に固着された挟持板５２が、本発明におけ
る「固定部」をなしている。
【００７１】
　そして、この第８実施形態によれば、壁際に配置されたベッド１に用いられた肌掛け布
団１２を、ベッド１からずれ落ちることを効果的に防止することができると共に、壁際側
の一側辺のみを連結することによって圧迫感を少なくすることができる。なお、その他の
基本的な作用効果は前記実施形態と同様であるので省略する。
【符号の説明】
【００７２】
１　ベッド
３　フレーム
１０　上掛け具
１２　肌掛け布団
１４　掛け布団
２０　敷き具
２２　マットレス
２４，２４ａ　敷き布団
３０　スライドファスナ
３１　第１ファスナ
３２　第２ファスナ
３５　スライダー
３７，３８　帯状片
５０，５０ａ　固定板
５１　ボード
５２　挟持板
５３　袋
５４　薄肉ヒンジ
Ｈ　縫合線
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上掛け具の少なくとも一辺を、敷き具に対して直接又は間接的に連結して、上掛け具の
ずれを防止するようにした寝具のずれ防止装置において、
　マットレス又はベッドのフレームに設けられた固定部に、直接又は帯状片を介して取付
けられた第１ファスナと、
　前記上掛け具の前記連結される辺に沿って直接又は帯状片を介して取付けられた第２フ
ァスナとを有し、
　前記第１ファスナと前記第２ファスナとでスライドファスナが構成され、このスライド
ファスナを介して、前記上掛け具が前記固定部に連結されるように構成されていることを
特徴とする寝具のずれ防止装置。
【請求項２】
　前記第２ファスナが連結される上掛け具は、上掛け具のうち、もっとも身体側に配置さ
れる、肌掛け布団、毛布、タオルケット、カバーから選ばれた一つである請求項１記載の
寝具のずれ防止装置。
【請求項３】
　前記第２ファスナは、前記上掛け部の連結すべき一辺に沿って、その縁部から所定距離
だけ内側に位置する部分に取付けられている請求項１又は２記載の寝具のずれ防止装置。
【請求項４】
　前記スライドファスナは、前記マットレス又はベッドのフレームの足下側の下辺と、前
記上掛け具の足下側の下辺とを連結するように構成されている請求項１～３のいずれか１
つに記載の寝具のずれ防止装置。
【請求項５】
　前記スライドファスナによる前記上掛け具と前記固定部との連結幅は、前記敷き具の幅
のほぼ全体に渡る長さとされている請求項４に記載の寝具のずれ防止装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、就寝時に、掛け布団や毛布等の上掛け具が、敷き布団やベッドのマットレス
等の敷き具に対してずれることを防止するための、寝具のずれ防止装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　敷き布団やベッドのマットレス等の敷き具と、掛け布団や毛布タオルケット等の上掛け
具とからなる寝具は、就寝時の寝返りや寝相によって、上掛け具が引張られたり、めくれ
たり、丸まったりして、敷き具に対して上掛け具が位置ずれしてしまうことが多く、寝冷
えや安眠の妨げとなるという問題があった。
【０００３】
　このような上掛け具の位置ずれを防止するために、様々なものが提案されている。例え
ば、下記特許文献１には、掛け布団の足下部から所定幅の帯状部が延設されると共に、敷
き布団の足下部から所定幅の帯状部を延設され、両帯状部にそれぞれ着脱可能な面ファス
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ナーが形成された、就寝中のズレ防止用布団が記載されている。そして、面ファスナーで
両帯状部を互いに貼着した後、両帯状部を一対の押さえ板で挟み込んで、ピン状の接合凸
部と、ボタン状の接合凹部とで固定することで、掛け布団が敷き布団に固定されるように
なっている。
【０００４】
　また、下記特許文献２には、掛け布団カバーの両側辺にファスナーが取付けられ、敷き
布団カバーの両側辺にファスナーが取付けられて、両ファスナーを互いに接合することに
より、掛け布団カバーの両側が敷き布団カバーに取付けられるように構成された、布団カ
バーが記載されている。
【０００５】
　更に、下記特許文献３には、就寝者の身体及び足部を包む１枚目の毛布本体と、一端が
前記毛布本体の丈方向１／５～１／２の位置に取付けられ、他端が敷き布団の下に挟み込
まれる２枚目の毛布とを備えた、貼り合わせ式毛布が記載されている。なお、２枚目の毛
布の一端には面ファスナーが付設されており、これが１枚目の毛布本体の面ファスナーに
貼着され、１枚目の毛布本体に対して２枚目の毛布が着脱可能となっている。
【０００６】
　また、下記特許文献４には、布団カバーの一側に沿って複数の結び紐を離間して固定し
、これら複数の結び紐を、ベッドの一側に設けた係止部に結び付けるようにした、ベッド
用掛け具ずり落ち防止装置が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】実用新案登録第３１５３５３３号公報
【特許文献２】特開２００６－１９８３８２号公報
【特許文献３】実用新案登録第３１００２２８号公報
【特許文献４】特開２００１－２８６３７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記特許文献１記載の発明では、面ファスナーを介して貼着された帯状部を、更に一対
の押さえ板で挟み込むことにより、敷き布団に掛け布団が固定されるようになっている。
また、前記帯状部は敷き布団及び掛け布団の両者に設けられていて、柔軟な敷き布団及び
掛け布団どうしが帯状部を介して連結されている。
【０００９】
　しかしながら、柔軟な敷き布団及び掛け布団は身体を覆うのに好適である反面、形状が
定まりにくく変形しやすいので、就寝時の寝返り等により、掛け布団が引張られたり、め
くれたりした場合には、敷き布団もそれに追随して変形してしまって、掛け布団の位置ず
れ防止性能が不十分であった。また、上記のように、面ファスナーで両帯状部を貼着後、
両帯状部を一対の押さえ板で挟み込んで、接合凸部を接合凹部に挿入するように構成され
ているので、敷き布団に掛け布団を固定する作業が極めて煩雑であった。
【００１０】
　上記特許文献２記載の発明では、布団カバーどうしをファスナーで接合するようになっ
ているが、布団カバーは薄地で伸びやすいため、就寝時の寝返り等により、掛け布団が引
張られたりした場合には、掛け布団及び敷き布団のカバーどうしが伸びる結果となり、こ
の場合も掛け布団の位置ずれ防止性能が不十分であった。また、掛け布団カバーの両側辺
を固定するため、圧迫感があって、寝返りしにくくなるという問題があった。
【００１１】
　上記特許文献３記載の発明では、毛布の他端が、敷き布団の下に挟み込まれる構成とな
っているので、寝相が悪く、毛布を蹴り上げたりした場合には、毛布の他端が敷き布団の
下から抜け外れてしまう虞れがあり、位置ずれ防止効果が十分に得られない場合があった
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。
【００１２】
　更に、上記特許文献４記載の発明では、布団カバーの一側が、結び紐によって、ベッド
の係止部に部分的に固定されているだけで、ベッドに対して掛け布団がしっかりと固定さ
れているわけではないので、就寝中に掛け布団がずれ動く可能性を捨てきれない。また、
複数の結び紐を、逐一、ベッドの係止部に結び付ける必要があるので、掛け布団の固定作
業が煩雑であった。
【００１３】
　したがって、本発明の目的は、就寝時における、敷き具に対する上掛け具の位置ずれを
効果的に防止することができると共に、敷き具に上掛け具を簡単に固定することができる
、寝具の位置ずれ防止装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するため、本発明の寝具のずれ防止装置は、上掛け具の少なくとも一辺
を、敷き具に対して直接又は間接的に連結して、上掛け具のずれを防止するようにしたも
のであって、マットレス又はベッドのフレームに設けられた固定部に、直接又は帯状片を
介して取付けられた第１ファスナと、前記上掛け具の前記連結される辺に沿って直接又は
帯状片を介して取付けられた第２ファスナとを有し、前記第１ファスナと前記第２ファス
ナとでスライドファスナが構成され、このスライドファスナを介して、前記上掛け具が前
記固定部に連結されるように構成されていることを特徴とする。
【００１５】
　上記発明によれば、第１ファスナと第２ファスナとで構成されるスライドファスナを閉
めるだけの簡単な作業で、上掛け具の所定の辺を、マットレス又はベッドのフレームに設
けられた固定部に線状に連結することができる。その結果、上掛け具の所定の辺が剛性を
有する固定部を介して、敷き具に対して直接又は間接的に連結されるので、その保持効果
が上掛け具の全体に面状に広がり、寝返り等をしたときのずれを効果的に防止することが
できる。また、上掛け具が乱れたときには、上掛け具を固定部に対して引っ張ることによ
って、ピンと伸ばして乱れを直すことができる。
【００１６】
　更に、上掛け具と下掛け具との連結部をしっかりと固定してずれ防止効果を高めると共
に、上掛け具を固定部に対して引っ張ったときに、十分な剛性をもって対抗できるので、
上掛け具に張力を付与してピンと張らせることができる。
【００１７】
　本発明の寝具のずれ防止装置においては、前記第２ファスナが連結される上掛け具は、
上掛け具のうち、もっとも身体側に配置される、肌掛け布団、毛布、タオルケット、カバ
ーから選ばれた一つであることが好ましい。これによれば、上掛け具のうち、もっとも身
体側に配置されるものの所定の辺を、固定部を介して敷き具に固定することにより、該上
掛け具がずれないことによって、その上に被せられる上掛け具のずれも効果的に防止する
ことができる。
【００１８】
　本発明の寝具のずれ防止装置においては、前記第２ファスナは、前記上掛け具の連結す
べき一辺に沿って、その縁部から所定距離だけ内側に位置する部分に取付けられているこ
とが好ましい。これによれば、上掛け具の縁部からスライドファスナ等の連結部が見えに
くくなるので、外観を良好にすることができると共に、敷き具に対して幅広の上掛け具を
適正な位置に保持させることができる。
【００１９】
　本発明の寝具のずれ防止装置においては、前記スライドファスナは、前記マットレス又
はベッドのフレームの足下側の下辺と、前記上掛け具の足下側の下辺とを連結するように
構成されていることが好ましい。これによれば、敷き具及びマットレス又はベッドのフレ
ームの下辺を連結することにより、上掛け具によって体を押圧することなく、ずれ防止効



(29) JP 2012-135355 A 2012.7.19

果を得ることができると共に、足下の保温性を高めることができる。
【００２０】
　本発明の寝具のずれ防止装置においては、前記スライドファスナによる前記上掛け具と
前記固定部との連結幅は、前記敷き具の幅のほぼ全体に渡る長さとされていることが好ま
しい。
【００２１】
　また、寝具のずれ防止装置の実施形態においては、前記敷き具及び前記上掛け部は、壁
際に配置されたベッドに適用されるものであり、前記スライドファスナは、前記敷き具及
び前記上掛け部の壁際側の一側辺を連結するように配置されていることが好ましい。これ
によれば、壁際に配置されたベッドに用いられた上掛け具が、ベッドからずれ落ちること
を効果的に防止することができると共に、一側辺のみを連結することによって圧迫感を少
なくすることができる。なお、この場合、上掛け部の一側辺の連結と下辺の連結を併用し
て使用することもできる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、第１ファスナと第２ファスナとで構成されるスライドファスナを閉め
るだけの簡単な作業で、上掛け具の所定の辺を、マットレス又はベッドのフレームに設け
られた固定部に線状に連結することができる。その結果、上掛け具の所定の辺が剛性を有
する固定部を介して、敷き具に対して直接又は間接的に連結されるので、その保持効果が
上掛け部の全体に面状に広がり、寝返り等をしたときのずれを効果的に防止することがで
きる。また、上掛け具が乱れたときには、上掛け具を固定部に対して引っ張ることによっ
て、ピンと伸ばして乱れを直すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明を理解するための、寝具のずれ防止装置の第１参考例を示す斜視図である
。
【図２】同寝具のずれ防止装置の要部拡大斜視図である。
【図３】同寝具のずれ防止装置を構成する固定板を示しており、（ａ）は斜視図、（ｂ）
は側面図である。
【図４】同寝具のずれ防止装置を構成する固定板の変形例を示しており、（ａ）は斜視図
、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）は側面図である。
【図５】本発明を理解するための、寝具のずれ防止装置の第２参考例を示す要部拡大斜視
図である。
【図６】本発明の寝具のずれ防止装置の第１実施形態を示す斜視図である。
【図７】本発明を理解するための、寝具のずれ防止装置の第３参考例を示す斜視図である
。
【図８】同寝具のずれ防止装置の要部拡大側面図である。
【図９】本発明の寝具のずれ防止装置の第２実施形態を示す斜視図である。
【図１０】同寝具のずれ防止装置の要部拡大側面図である。
【図１１】本発明の寝具のずれ防止装置の第３実施形態を示す斜視図である。
【図１２】本発明の寝具のずれ防止装置の第４実施形態を示す斜視図である。
【図１３】同寝具のずれ防止装置の要部拡大側面図である。
【図１４】本発明の寝具のずれ防止装置の第５実施形態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、図１～４を参照して、本発明を理解するための、寝具のずれ防止装置の第１参考
例について説明する。
【００２５】
　図１及び図２に示すように、この寝具のずれ防止装置は、敷き具２０に対して上掛け具
１０（図２参照）の位置ずれを防止するために用いられるものである。
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【００２６】
　寝具のずれ防止装置が適用される上掛け具１０は、この第１参考例の場合、薄地の肌掛
け布団１２と、その上に載置される掛け布団１４とから構成されている。これ以外にも、
毛布、タオルケット、カバー等を、上掛け具１０として用いることができる。なお、以下
の説明では、肌掛け布団１２に後述する第２ファスナー３２を取り付けるものとして記述
するが、必要に応じて、肌掛け布団以外の上掛け具１０（毛布、タオルケット、カバー等
）のいずれかにも取り付けることができる。一方、敷き具２０は、マットレス２２と、こ
の上に載置される敷き布団２４とから構成されている。これ以外にも、シーツ、パッド、
カバー等を、敷き具２０として用いることができる。
【００２７】
　前記スライドファスナ３０は、複数のエレメントが直線状に設けられ、前記敷き具２０
側に取付けられる第１ファスナ３１と、同じく複数のエレメントが直線状に設けられ、前
記上掛け具１０側に取付けられる第２ファスナ３２とから構成されている。このスライド
ファスナ３０にはスライダー３５（図１参照）が装着されており、スライダー３５を操作
することで、両ファスナ３１，３２のエレメントどうしが連結又は分離して、スライドフ
ァスナ３０が開閉可能となっている。このようなスライドファスナの構造自体は周知の構
造であるため、その詳細な説明は省略する。また、前記スライダー３５は、前記敷き具２
０側に取付けられた第１ファスナ３１に装着されていることが好ましい。更に、スライド
ファスナ３０としては、必要に応じて、引き手がスライダー３５の表裏両側に反転移動す
るものや、スライダー３５の表裏両側にそれぞれ引き手を備えたもの等の、表裏両側から
スライダー３５を操作可能なものであってもよい。
【００２８】
　そして、前記第２ファスナ３２は、前記上掛け具１０に帯状片３８を介して取付けられ
ている。この第１参考例では、上掛け具１０の幅方向に沿って所定長さで伸びる帯状片３
８の長手方向に沿った一側部が、就寝時にもっとも身体側に配置される肌掛け布団１２の
足下側の下辺に取付けられ、同帯状片３８の長手方向に沿った他側部が、前記第２ファス
ナ３２のエレメントとは反対側の側部に取付けられている（図１及び図２参照）。但し、
第２ファスナ３２は、前記掛け布団１４の一側辺に帯状片３８を介して取付けてもよい。
【００２９】
　一方、前記第１ファスナ３１は、敷き具２０に付設される部材に設けられた剛性を有す
る固定部に、敷き具２０の幅方向に沿って所定長さで伸びる帯状片３７を介して取付けら
れている。この第１参考例での敷き具２０に付設される部材は、敷き具２０であるマット
レス２２の下面に挟み込まれる固定板５０となっている（図１及び図２参照）。
【００３０】
　図３（ａ），（ｂ）に示すように、この固定板５０は、所定の剛性を有すると共に、敷
き具２０の幅方向にほぼ適合する長さで伸びる長方形状をなし、袋５３により包み込まれ
て構成されている。前記袋５３は、縫合線Ｈ（図３（ａ）参照）に沿って表裏の生地が縫
合され、固定板５０が位置決め固定されており、前記縫合線Ｈよりも外側の、表裏の生地
が重ね合わされた部分が、前記帯状片３７をなしている。この帯状片３７の長手方向に沿
った一側部に、前記第１ファスナ３１が取付けられている。すなわち、第１ファスナ３１
は、帯状片３７を介して固定板５０の一側部に取付けられており、この固定板５０の一側
部が、この第１参考例における「固定部」をなしている。
【００３１】
　上記固定板５０は、例えば、アクリル樹脂、ポリアセタール、ポリアミド、ポリカーボ
ネート等の合成樹脂や、合板（いわゆるベニヤ板）、パーティクルボード、ファイバーボ
ード等の木質ボードや、アルミニウムや、ステンレス等の金属板、更には、厚紙などから
形成されており、少なくとも前記上掛け具１０よりも剛性が高いものが用いられるように
なっている。また、固定板５０の厚さとしては、１～２０ｍｍであることが好ましく、２
～１０ｍｍであることがより好ましい。更に、固定板５０の４つの角部は、円弧状に丸み
を帯びた形状をなしている。ただし、固定板５０を袋５３に包み込む場合には丸みを付け
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ることを省略してもよい。なお、固定板５０の長手方向の中間部を分割し、ヒンジを介し
て折り曲げ可能とし、収納時に折り畳めるようにしてもよい。
【００３２】
　また、上記固定板は、図３に示す形態だけではなく、図４に示すような形態としてもよ
い。図４（ａ），（ｂ）に示す固定板５０ａは、前記固定板５０のように袋５３で覆われ
ておらず、上面又は下面の（ここでは上面）長手方向一側辺に、第１ファスナ３１が取付
けられた帯状片３７が直接取付けられている。この場合、固定板５０ａは丸みを付ける形
状が好ましい。
【００３３】
　また、固定板５０ａを、角部がＲ型となるように折り曲げた形状（図４（ｃ）参照）、
または、薄肉ヒンジ５４を介してＬ型に折り曲げた形状（図４（ｄ）参照）としてもよい
。このようにすると、折り曲げにより固定板５０ａの剛性を高めることができるので、固
定板５０ａの素材を薄く軽量にできる。
【００３４】
　次に、上記第１参考例の寝具のずれ防止装置の作用効果について説明する。
【００３５】
　すなわち、図１及び図２に示すように、帯状片３７を介して第１ファスナ３１が取付け
られた固定板５０を、畳やフローリングの上に載置されたマットレス２２の、足下側の下
辺の下面に挿入して、マットレス２２の下面と、畳やフローリングとの間で、挟み込んで
保持させる。このように、剛性を有する固定部を設けた固定板５０を敷き具２０の下面に
挟み込むだけで使用できるので、敷き具２０に剛性を有する固定部を設ける必要がなく、
通常のマットレス２２や敷き布団２４を用いることが可能となり、汎用性を高めることが
できる。
【００３６】
　この状態で、肌掛け布団１２に帯状片３８を介して取付けられた第２ファスナ３２を、
第１ファスナ３１の長手方向に沿って配置して、スライダー３５を操作して両ファスナ３
１，３２のエレメントどうしを連結させることにより、スライドファスナ３０が閉じて、
両ファスナ３１，３２どうしが線状に連結され、スライドファスナ３０を介して、マット
レス２２の下辺に沿って肌掛け布団１２の下辺を線状に連結することができる（図１及び
図２参照）。これにより、肌掛け布団１２の足下側の下辺が、固定板５０の剛性を有する
固定部に連結され、かつ、同固定板５０を介して間接的に、マットレス２２の足下側の下
辺に、肌掛け布団１２の足下側の下辺が連結されるようになっている。
【００３７】
　なお、引き手がスライダー３５の表裏両側に反転移動するスライドファスナや、スライ
ダー３５の表裏両側にそれぞれ引き手を備えるスライドファスナである場合、スライダー
３５を表裏両側から操作することができるので、利便性が向上する。
【００３８】
　上記のように、この寝具の位置ずれ防止装置においては、スライドファスナ３０を採用
したことにより、第１ファスナ３１と第２ファスナ３２とをスライダー３５を介して連結
させるだけの簡単な作業で、マットレス２２に肌掛け布団１２を連結することができ、敷
き具２０に対する上掛け具１０の連結作業性を向上させることができる。
【００３９】
　また、洗濯や交換等のため、肌掛け布団１２をマットレス２２から取外す場合には、ス
ライダー３５を操作して、スライドファスナ３０を開くことにより、肌掛け布団１２を取
外すことができる。この作業は、固定板５０をマットレス２２の下面に挟み込んだまま行
うか、マットレス２２の下面から固定板５０を引き抜いた後に行ってもよい。また、この
実施形態においては、スライダー３５が敷き具２０側の第１ファスナ３１に取付けられて
いるので、肌掛け布団１２を取外したときに邪魔とならず都合がよい。
【００４０】
　上記のようにマットレス２２に間接的に連結された肌掛け布団１２の上に、更に掛け布
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団１４を乗せて（図２参照）、敷き布団２４と肌掛け布団１２との間に潜り込んで、眠り
に就くことになる。そして、就寝時に寝返りをうったり、寝相が悪かったりする場合には
、肌掛け布団１２が引張られたり捲れたりすることがある。
【００４１】
　しかしながら、この寝具のずれ防止装置においては、肌掛け布団１２の下辺が、固定板
５０の剛性を有する固定部を介して、マットレス２２の下辺に間接的に且つスライドファ
スナ３０によって線状に連結されているため、肌掛け布団１２が引張られたり、めくれた
りして、就寝前の初期位置から位置ずれしそうになっても、マットレス２２に対する肌掛
け布団１２の保持効果が、剛性を有する固定部を通じて肌掛け布団１２の全体に面状に広
がり、肌掛け布団１２の位置ずれを効果的に防止することができる。また、就寝中に上掛
け具１０が乱れたことに気づいた場合には、上掛け具１０である肌掛け布団１２を、剛性
を有する固定部に対して引張ることによって、ピンと伸ばして乱れを直すことができる。
【００４２】
　上記のように、この寝具のずれ防止装置では、スライドファスナ３０及び固定板５０に
設けた剛性を有する固定部によって、形状が定まりにくく変形しやすい軟質の上掛け具１
０であっても、その位置ずれを効果的に防止して、就寝前の位置に保持することができる
ので、寝冷えが防止されて快適に眠ることができる。
【００４３】
　更に、剛性を有する固定部を設けた固定板５０によって、上掛け具１０と敷き具２０と
の連結部、すなわち、スライドファスナ３０の第１ファスナ３１と第２ファスナ３２との
線状連結部分をしっかりと固定することができるので、マットレス２２に対する肌掛け布
団１２の保持効果を高めて、肌掛け布団１２の位置ずれ防止効果をより向上させることが
できると共に、肌掛け布団１２を固定部に対して引張ったときに、十分な剛性で対抗する
ことができ、その結果、肌掛け布団１２に張力を付与して、肌掛け布団１２をピンと引張
ることができ、肌掛け布団１２の乱れを容易に直すことができる。
【００４４】
　また、各ファスナ３１，３２が、帯状片３７，３８を介して、敷き具２０側及び上掛け
具１０側に取付けられているので、敷き具２０や上掛け具１０が複数枚重ねられて厚みが
あっても、その厚みに柔軟に対応することができ、寝具のずれ防止装置を適用することが
可能となる。
【００４５】
　更に、第２ファスナ３２が連結される上掛け具１０は、上掛け具１０のうち、もっとも
身体側に配置される肌掛け布団１２となっていて、この肌掛け布団１２の下辺が固定板５
０を介してマットレス２２に固定されて、肌掛け布団１２の位置ずれが図られているので
、肌掛け布団１２の上に被せられる掛け布団１４の位置ずれも、効果的に防止することが
できる。
【００４６】
　また、スライドファスナ３０は、マットレス２２の足下側の下辺と、肌掛け布団１２の
足下側の下辺とが連結されているだけなので、連結された上掛け具１０により体が圧迫さ
れることなく、ずれ防止効果を得ることができると共に、足下の保温性を高めることがで
きる。
【００４７】
　図５には、本発明を理解するための、寝具のずれ防止装置の第２参考例が示されている
。前記第１参考例と実質的に同一部分には同符号を付してその説明を省略する。
【００４８】
　この寝具のずれ防止装置は、前記第１参考例と比べて、帯状片３７の肌掛け布団１２に
対する取付け位置が異なっている。図５に示すように、第２ファスナ３２が取付けられた
帯状片３８の、長手方向に沿った一側部が、前記肌掛け布団１２の足下側の下辺縁部から
、所定距離だけ内側に位置する部分に取付けられている。その結果、第２ファスナ３２は
、肌掛け布団１２の下辺縁部から所定距離だけ内側に位置する部分に取付けられて、肌掛
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け布団１２の下面に配置されるようになっている。
【００４９】
　また、この寝具のずれ防止装置では、固定板５０をマットレス２２と敷き布団２４との
間に挟み込み、スライドファスナ３０を介して、固定板５０と肌掛け布団１２の下辺とを
連結している。
【００５０】
　この参考例によれば、上記のように、第２ファスナ３２が、肌掛け布団１２の下辺縁部
から、所定距離だけ内側に位置する部分に取付けられて、肌掛け布団１２の下面に配置さ
れているので、上掛け具１０の縁部からスライドファスナ３０の連結部分が見えにくくな
り、外観を良好にすることができると共に、敷き具２０に対して幅広の上掛け具１０を適
正な位置に保持させることができる。なお、その他の基本的な作用効果は、前記第１参考
例と同様であるので、省略する。
【００５１】
　図６には、本発明の寝具のずれ防止装置の第１実施形態が示されている。前記参考例と
実質的に同一部分には同符号を付してその説明を省略する。
【００５２】
　この寝具のずれ防止装置は、図６に示すように、マットレス２２の下辺の端部に、第１
ファスナ３１が取付けられた帯状片３７の長手方向に沿った一側部が、直接取付けられた
構造となっている。すなわち、この実施形態では、マットレス２２の端部が本発明におけ
る「固定部」をなしている。
【００５３】
　そして、この実施形態によれば、マットレス２２の端部を剛性を有する固定部とするこ
とにより、スライドファスナ３０の連結部分をしっかりと固定してずれ防止効果を高める
と共に、肌掛け布団１２を固定部に対して引っ張ったときに、十分な剛性をもって対抗で
きるので、肌掛け布団１２に張力を付与してピンと張らせることができ、肌掛け布団１２
の乱れを容易に直すことができる。なお、その他の基本的な作用効果は前記参考例と同様
であるので省略する。
【００５４】
　図７及び図８には、本発明を理解するための、寝具のずれ防止装置の第３参考例が示さ
れている。前記参考例及び実施形態と実質的に同一部分には同符号を付してその説明を省
略する。
【００５５】
　この参考例では、敷き布団２４ａの内部に、上記固定板５０と同様の材質、すなわち、
アクリル樹脂やベニヤ板、金属板等からなる、板状のボード５１が挿入されて、敷き布団
２４ａの剛性が強化されており、この剛性が強化された敷き布団２４ａの下辺の端部に、
第１ファスナ３１が直接取付けられた構造となっている（図７及び図８参照）。すなわち
、この参考例では、剛性が強化された敷き布団２４ａの端部が、「固定部」をなしている
。なお、ボードの代わりに、マットを敷き布団２４ａ内に挿入してもよい。また、肌掛け
布団１２の足下側の下辺に、第２ファスナ３２が直接取付けられている。
【００５６】
　これによれば、ボード５１が挿入されて剛性を強化された敷き布団２４ａの端部を固定
部とすることにより、スライドファスナ３０の連結部分をしっかりと固定してずれ防止効
果を高めると共に、肌掛け布団１２を固定部に対して引っ張ったときに、十分な剛性をも
って対抗できるので、肌掛け布団１２に張力を付与してピンと張らせることができ、肌掛
け布団１２の乱れを容易に直すことができる。なお、その他の基本的な作用効果は前記参
考例及び実施形態と同様であるので省略する。
【００５７】
　図９及び図１０には、本発明の寝具のずれ防止装置の第２実施形態が示されている。前
記参考例及び実施形態と実質的に同一部分には同符号を付してその説明を省略する。
【００５８】
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　上述の参考例及び実施形態が、畳やフローリングの上に敷かれる敷き具２０に適用され
るのに対して、以下に説明する第２～５の実施形態は、ベッド１に適用されるものとなっ
ている。
【００５９】
　図９に示すように、この実施形態の寝具のずれ防止装置は、ベッド１のフレーム３上に
載置された敷き具２０であるマットレス２２上に、被せられた上掛け具１０の一つである
肌掛け布団１２を、ベッド１に対して位置ずれしないようにするために適用される。
【００６０】
　図９及び図１０に示すように、第１ファスナ３１が取付けられた帯状片３７の、長手方
向に沿った一側部が、ベッド１のフレーム３の幅方向に沿って伸びる一対の挟持板５２，
５２に挟み込まれて保持されると共に、これら一対の挟持板５２，５２が、ベッド１のフ
レーム３の足下側の外面に取付けられている。すなわち、この実施形態では、ベッド１の
フレーム３が、本発明における「敷き具に付設された部材」をなし、このフレーム３に固
着された挟持板５２が、本発明における「固定部」をなしている。
【００６１】
　そして、前記実施形態と同様に、スライドファスナ３０を介して、ベッド１のフレーム
３の足下側の外面に対して、肌掛け布団１２の下辺とを連結することで、肌掛け布団１２
の位置ずれを防止することができると共に、ベッド１から肌掛け布団１２が落ちることを
確実に防止することができる。なお、その他の基本的な作用効果は前記参考例及び実施形
態と同様であるので省略する。
【００６２】
　図１１には、本発明の寝具のずれ防止装置の第３実施形態が示されている。前記参考例
及び実施形態と実質的に同一部分には同符号を付してその説明を省略する。
【００６３】
　この実施形態では、第１ファスナ３１の側部が、ベッド１のフレーム３の足下側外面に
固着された前記一対の挟持板５２，５２に挟み込まれて、第１ファスナ３１が挟持板５２
に直接取付けられている。一方、第２ファスナ３２も、肌掛け布団１２の足下側の下辺に
直接取付けられている。この実施形態では、前記第２実施形態と同様に、ベッド１のフレ
ーム３に固着された挟持板５２が、本発明における「固定部」をなしている。
【００６４】
　この実施形態では、帯状片３７，３８を介さずに、両ファスナ３１，３２が敷き具２０
及び上掛け具１０に取付けられているので、上掛け具１０を引張ったときに、ピンと張り
やすいという効果が得られる。なお、その他の基本的な作用効果は前記参考例及び実施形
態と同様であるので省略する。
【００６５】
　図１２及び図１３には、本発明の寝具のずれ防止装置の第４実施形態が示されている。
前記参考例及び実施形態と実質的に同一部分には同符号を付してその説明を省略する。
【００６６】
　この実施形態では、第１ファスナ３１が、マットレス２２の足下側の下辺の端部に直接
取付けられていると共に、第２ファスナ３２も、肌掛け布団１２の足下側の下辺に直接取
付けられている（図１２及び図１３参照）。この実施形態においては、図６記載の第１実
施形態と同様に、マットレス２２の端部が本発明における「固定部」をなしている。
【００６７】
　この実施形態の効果は、図６記載の第１実施形態と同様であるので省略する。その他の
基本的な作用効果も前記参考例及び実施形態と同様であるので省略する。
【００６８】
　図１４には、本発明の寝具のずれ防止装置の第５実施形態が示されている。前記参考例
及び実施形態と実質的に同一部分には同符号を付してその説明を省略する。
【００６９】
　この実施形態では、前記ベッド１は、部屋の壁際に配置されるものとなっており、ベッ
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ド１のフレーム３の、壁際側の側辺の外面に、第１ファスナ３１が取付けられた帯状片３
７の長手方向一側部が、挟持板５２を介して取付けられている。また、第２ファスナ３２
が取付けられた帯状片３８の長手方向一側部が、肌掛け布団１２の一側辺の縁部から所定
距離だけ内側に位置する部分に取付けられている。この実施形態では、第２及び第３実施
形態と同様に、ベッド１のフレーム３に固着された挟持板５２が、本発明における「固定
部」をなしている。
【００７０】
　そして、この実施形態によれば、壁際に配置されたベッド１に用いられた肌掛け布団１
２を、ベッド１からずれ落ちることを効果的に防止することができると共に、壁際側の一
側辺のみを連結することによって圧迫感を少なくすることができる。なお、その他の基本
的な作用効果は前記参考例及び実施形態と同様であるので省略する。
【符号の説明】
【００７１】
１　ベッド
３　フレーム
１０　上掛け具
１２　肌掛け布団
１４　掛け布団
２０　敷き具
２２　マットレス
２４，２４ａ　敷き布団
３０　スライドファスナ
３１　第１ファスナ
３２　第２ファスナ
３５　スライダー
３７，３８　帯状片
５０，５０ａ　固定板
５１　ボード
５２　挟持板
５３　袋
５４　薄肉ヒンジ
Ｈ　縫合線
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